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マップの特徴を持っている｡その特徴とは ¢n+1 - 転 の直線に交わらず狭い channel部分を


















円筒形容器を, 自由表面位が ワニ J l ( kr) (;霊 )と 書 ける 2つのモー ド の固有振動 数に
近い振動数で水平加振 したときの水面波の挙動について,実験結果及び理論との比較について
述べた1)〔(r,o)は極座標.kaは
左 の最小の正の零点｡α(≒9cm)
は円筒半径｡水深d≒14cm〕.まず
加振変位を∬ocosG,tとし, Tr-
(T-To)/To〔Toは固有周期,T
-27C/a･〕とすると,各 (Tr,xo)
に対する水面波の挙動は図 1のよう
になる｡ここで,一次元的振動とい
うのは波高の最大となる点がっねに
加振軸上にあるような波の状態であ
り,一方向回転というのは最大の自
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